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今年は、新しく入園してくださったお子さんが多く、にぎやかな新年度
を迎えています。ご入園、ご進級おめでとうございます！今年もこのコー
ナーではできるだけいろいろなジャンルから絵本を紹介していこうと思っ
ています。よろしくお願いします。

4月の絵本は『いちにちおもちゃ』を紹介させていただきます。この絵
本は3月に退職した二人の職員（なおちゃん、ひーちゃん）が、保育園に
寄贈してくれた絵本の中の一冊です。二人らしく、明るく楽しい絵本にく
ぎ付けになりました。

主人公は、表紙の男の子。この子が「おもちゃって、たのしそうだな。よし、いちにち おもちゃに
なってみよう。」とおもちゃに変身してゆくストーリーです。
「楽しそう」と思って始めてみたのに、経験するのは、大変なことばかり。例えば「いちにち くれよ

ん」と言ってクレヨンになってみると顔を紙にこすりあてられ「ずりずり
ずり いたたたた～」とクレヨンの大変さを体験します。（右の絵）その後
男の子はこりずに、コマになってみたり、ぬりえやけん玉など、身近なお
もちゃに次々に変身してゆきます。でも、どれもこれも大変なことばかり。
とうとう最後に、男の子は「おもちゃってたいへんだなぁ。いちにち お
もちゃであそんだら ちゃんとおかたづけしてあげなくちゃ。」と身に染みて
しみじみとつぶやき、きれいにお片付けするのです。
子どもたちって、遊ぶのは大好きだけど、片づけるのは嫌いな子が多いですよね。実はこの絵本の作者の

息子さんもお片付けが苦手だそうです。そして、そんな息子さんのために書いた絵本だそうです。だからと
言って「片づけ主義」になっていないのが、この絵本のとってもいいところ！子ども達の大好きな身近なお
もちゃに、子ども達と年齢の近い「男の子」がなってみる、という視点でかかれているから、とっても感情
移入がしやすいのです。そして、ふだん何気なく楽しんでいる遊びが、おもちゃの視点からみると、とんで
もなく悲惨な状況であることが、おもしろおかしく、ダイナミックに描かれて
いるのです！常識をはるかに超えた笑いのツボに大人もきっとはまってしまう、
おすすめの絵本です！

「いちにちクレヨン」 「ずりずりずり
いたたたた～」


